
［事案 24-54］ 契約無効確認・既払込保険料返還請求  

・平成 24年９月 26日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

契約締結の際、募集人から満期までに受領する金額が払込総保険料を下回る可能性があ

ることについての情報提供がなかったことから、契約を無効とし、払い込んだ保険料全額

の返還を求めて申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成８年 10 月に募集人から「保険料支払総額約 333万円に対し、満期には 440 万円には

なるだろう」等の説明を受け、こども保険に加入したが、その際、元本割れのリスク等の

情報提供が一切なかったので、契約を無効として払い込んだ保険料を返還してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由から、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)契約締結の際、募集人は設計書を用いて、配当金等は経済情勢等により変動することを 

   説明しており、仮に、募集人が「440万円にはなるだろう」と説明したとしても、それ 

   は参考としての予測を述べたにすぎない。 

(2)当社は申立人に対し、年に１度、「ご契約内容のお知らせ」を送付しており、申立人は、 

   本契約に基づく満期時までの支払総額が、設計書記載の試算値を下回る可能性があるこ 

   とを認識することができた。 

(3)本契約は死亡等を保障する生命保険商品であり、申立人の主張する「元本」という観念 

   は無く、「元本割れ」も生じない。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、申立人が契約締結時において募集人の誤った情報提供によって申立契

約の満期時までの受取合計額が、払込保険料総額を常に上回る商品であるとの錯誤(民法 95

条)に陥ったと主張しているものと解し、当事者から提出された申立書、答弁書等の書面の

内容にもとづき審理した結果、下記の理由により申立内容は認められないことから、指定

（外国）生命保険業務紛争解決機関「業務規程」第 37条にもとづき、裁定書をもってその

理由を明らかにして裁定手続を終了した。 

(1)以下の事実から、本契約の締結の際、申立人が募集人から、「満期までに受領する金額

が、払込保険料を常に上回る」との説明を受けたとは認められない。 

①募集人が募集時に設計書を示しながら、その内容と異なる説明をすることは困難であ

ることから、募集人は本契約の設計書の内容に従って説明をしたものと推測すること

ができる。 

②設計書には据置利率が経済情勢により変動することがあり、祝金据置累計額が経済情

勢などにより変動する旨明記されている。 



③同様に、設計書には配当金が変動（増減）し、設計書の記載金額が将来の支払額を保

証したものではない旨記載されている。 

④設計書作成当時の配当率の試算によっても、満期時祝金等および配当金等の合計額は

保険料の総支払額に足りない。 

(2)設計書には契約者が死亡したときの育英年金の記載があり、申立人も募集人からその点

について説明を受けたことを認めていることから、本契約が死亡保障に対する対価を支

払わなければならないものであることは、申立人において理解し得るものと考えられる。 

(3)よって、申立人が、本契約について満期までに受領する金額が払込総保険料を常に上回

る契約であると誤信していたとは認めることはできず、申立人に錯誤は成立しない。 

(4)仮に、上記の点につき、申立人に錯誤があったと認められるとしても、本契約締結の際

に提示した設計書の記載等に鑑みれば、申立人には、錯誤したことについて重大な過失

があったと言わざるを得ず、申立人から本契約の無効を主張することはできない。 

【参考】 

  民法 95条（錯誤） 

    意思表示は、法律行為の要素に錯誤があったときは、無効とする。ただし、表意者に重大な過失があったと 

きは、表意者は、自らその無効を主張することができない。 

 

 


